
卸売販売業営業　　　　書記入要領
１　「許可年月日及び許可番号」欄

(1) 計画書にあっては「○年○月○日許可申請中」と記載すること。

(2) 報告書にあっては、当該店舗の許可年月日（有効期限の始期）及び許可番号を記載すること。
２　「許可区分」欄

　　薬局等構造設備規則第３条第１項第３号のただし書の適用の場合には、この欄に「小規模卸」「特定品目卸」「サンプル卸」のうち、該当する区分を記載すること。

３　「店舗の名称及び店舗の所在地」欄

(1) 計画書にあっては許可を受けようとする営業所の名称及び所在地を記載すること。

(2) 報告書にあっては許可を受けている営業所の名称及び所在地を記載すること。
４　「医薬品倉庫の面積」欄

　　倉庫面積を記載すること。

　　なお、分置倉庫（許可対象外倉庫を含む。）にあっては、次のとおり記載すること。
　　「○○㎡〔内訳：店舗○○㎡／分置倉庫○○㎡（許可外○○㎡を含む）〕」
５　「従業員数」欄

　　従業員の内訳を別記１様式により記載すること。

　　別記１中の「職種」欄には、当該従業員の主な職種（営業、倉庫管理、事務等の区分）を記載すること。（数種の職を兼務する場合には、あん分でよいこと。）
６　「医薬品の在庫額」「医薬品の販売高（月平均）」欄

　　決算額等から算出して記載すること。
７　「医薬品の販売品目数」欄

　　販売品目数を記載すること。

　　なお、特定品目卸にあっては別記２様式により販売品目内訳を記載すること。
８　「備考」欄

　　必要に応じて次のとおり記載し、資料を添付すること。

　　「当該報告書に関する裏付け資料は別添のとおり。」
　　なお、裏付け資料としては当該報告書の内容が確認できる必要最小限のものでよいこと。

　　例）在庫額・・・棚卸時決算書の写等
　　　　従業員・・・社内での業務分掌表
９　その他

(1) 計画書にあっては、当該事項を推定で記載して差し支えないこと。

また、当該計画に関する裏付け資料は省略して差し支えないこと。

(2) サンプル卸にあっては、当該計画書の提出を要しないこと。
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